
 
 
 
 
 
 
 

後 世 を 創 っ て い く た め に  
副 校 長  早 渕  白 輝  

教 育 は ｢ 後 世 を 創 っ て い く こ と ｣ と 考 え て い ま す 。言 い 換 え れ ば 、一 人 一 人 が よ
り 一 層 心 豊 か に 過 ご せ る よ う な 後 世 を 担 う 人 材 を 育 て る こ と で す 。  

人 は み ん な ｢ ＋ － ｣が あ り 、得 意 な こ と 、苦 手 な こ と は 誰 に で も あ る と 思 い ま す 。
子 供 も 、 我 々 教 職 員 も 、 保 護 者 も 地 域 の 皆 様 も そ う で あ ろ う と 思 い ま す 。 例 え ば
人 間 関 係 を 広 げ る こ と が 得 意 な 人 や 、一 方 で 苦 手 な 人 が い ま す 。計 算 問 題 は 得 意
で も 、 文 章 問 題 が 苦 手 な 人 が い ま す 。 難 し い 漢 字 を 読 む の は 得 意 で も 、 簡 単 な 漢
字 を 書 く の が 実 は 苦 手 な 人 も い ま す 。  

自 分 の ｢ ＋ － ｣を 知 り 、｢ ＋ － ｣の 両 方 の あ る 自 分 自 身 を 好 き に さ せ る こ と が 、教
育 の 中 で 重 要 な も の で あ る と 考 え ま す 。自 分 自 身 が 好 き な 人 は 、自 分 を 大 切 に し 、
自 然 と 自 分 の ｢ ＋ ｣ を 毎 日 の 生 活 場 面 で 生 か す は ず で す 。こ こ で 一 つ の 仮 説 を 立 て
み ま す 。 子 供 が 自 分 の ｢ ＋ － ｣両 方 を 知 り 、 自 分 を 好 き に な り ま す 。 自 分 の ｢ ＋ ｣
を 毎 日 の 生 活 場 面 で 生 か し 、成 功 体 験 を 重 ね て い く こ と で 、ま た 新 た な 自 分 の よ
さ ( ＋ ) を 知 り ま す 。 更 に 新 た な こ と に 挑 戦 し て い き ま す 。 こ の 継 続 の 積 み 重 ね を
さ せ る 場 が 、 教 育 な の で は な い で し ょ う か 。  

日 頃 か ら 褒 め ら れ 価 値 付 け ら れ て い る 人 は 、不 思 議 と ｢－ ｣が 減 る と 聞 い た こ と
が あ り ま す 。他 方 で 叱 ら れ て ば か り い る と 子 供 は 自 分 の ｢－ ｣を 無 意 識 に 余 計 自 覚
し 、 自 信 を 失 う こ と に つ な が り ま す 。 叱 責 の 継 続 で は 、 自 分 の ｢ ＋ ｣ を 見 逃 し 、 自
分 を 好 き に な れ ず 、何 か に 挑 戦 し よ う と す る 意 欲 も 出 て き ま せ ん 。他 方 で 後 世 を
担 う 子 供 た ち に 、 た だ ｢ 自 分 の よ さ ( ＋ ) を 知 り な さ い 。 発 見 し な さ い ｣ と 言 っ て も
な か な か 実 現 で き ま せ ん 。大 人 で さ え 自 分 の ｢ ＋ ｣ を 自 覚 す る の は 難 し い も の で す 。
学 校・家 庭・地 域 が 一 体 と な っ て 子 供 に 自 分 の ｢ ＋ ｣ を 発 見 さ せ る 機 会 を 多 く 設 け 、
ま た 、大 人 が 発 見 し た ｢ ＋ ｣ を で き る だ け 具 体 的 に 子 供 に 伝 え 、励 ま し て い く こ と
が 不 可 欠 で す 。  

御 家 庭 ・ 地 域 の 皆 様 の 御 理 解 と 御 支 援 を 仰 ぎ つ つ 、 引 き 続 き 教 職 員 一 同 、 教 育
活 動 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。   
【 次 年 度 工 事 予 定 】  

夏 季 休 業 中 に 体 育 館 の 冷 暖 房 工 事 、水 泳 指 導 終 了 後 か ら 年 度 末 ま で の 予 定 で プ
ー ル 改 修 工 事 を 予 定 し て お り ま す 。そ の た め 例 年 秋 に 行 っ て い る 運 動 会 を １ 学 期
に 実 施 す る 予 定 で す 。 御 理 解 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。   
 
＊ 昨 年 １ ２ 月 実 施 の 学 校 評 価 ア ン ケ ー ト の 結 果 に つ い て は 、来 る ２ 月 １ ３ 日 (土 )に 開 催

予 定 の 学 校 評 議 員 会 を 経 て 、 年 度 末 ま で に 保 護 者 の 皆 様 に は お 知 ら せ い た し ま す 。  

＜ 教 育 目 標 ＞  

○思いやりのある子ども 

○進んでやりぬく子ども 

○ じ ょ う ぶ な 子 ど も  

○ よ く 考 え る 子 ど も  

令 和 ３ 年 １ 月 ２ ９ 日 ( 金 ) 

練 馬 区 立豊 玉 第二 小 学校 

校  長   永 井  美 奈 子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【２月の予定】 ※今月も避難訓練はありますが、予告なしで実施します。 

1日 月 放送朝会　 15日 月 放送朝会　安全指導　クラブ活動⑦

2日 火 基礎学習　 16日 火 基礎学習　

3日 水 特別時程　 17日 水 基礎学習　午前授業（1・2年）　新一年生保護者会2：30

4日 木 基礎学習　 18日 木 基礎学習　水曜時程　薬物乱用防止教室(6年）

5日 金 基礎学習　あいさつ運動終　縄跳び講習会（1・3年） 19日 金 基礎学習　

6日 土 20日 土

7日 日 21日 日

8日 月 放送朝会 22日 月 放送朝会　水曜時程　5時間授業　6年生を送る会　保護者会（高）

9日 火 基礎学習 23日 火 天皇誕生日

10日 水 特別時程　午前授業 24日 水 基礎学習　5時間授業　(卒業を祝う会)

11日 木 建国記念の日 25日 木 基礎学習　保護者会（低）　(お別れ球技大会)　

12日 金 基礎学習　水曜時程　ドラムサークル（3年・コ） 26日 金 特別時程　保護者会（中・コ）　連合図工展(各校分散開催)終

13日 土 土曜授業　特別時程　4時間授業 27日 土 土曜授業　特別時程　3時間授業

14日 日 28日 日  
～３月の主な行事～ 

 8 日（月）地区班会 6校時  9 日（火）～ 体育館開放中止  24 日（水） 修了式 卒業式予行   

25 日（木）卒業式 

１月から、休み時間や体育の授業でなわとびに取り組み始めました。 

体育の授業では、上の級を目指してなわとびカードに書いてある跳び方に挑戦したり、 

休み時間になるとすすんで校庭に出てなわとびの練習をしたりしている児童の姿が見ら 

れるようになりました。今年度は感染症予防のために、動画を通して健康委員会の児童 

の跳び方のお手本を見たり、嵐の「happiness」の音楽に合わせて跳ぶ「リズムなわとび」 

にも挑戦したりしています。 

また、２月５日(金)には、なわとびパフォーマーの藤沢祥太朗先生が、なわとびの講師 

として来校する予定です。子供たちには、なわとびを通して、体力の向上だけでなく、一 

つの物事に一生懸命に取り組む大切さを学んでほしいと思っています。 

◆コロナ禍のなわとび  運動委員会 高橋康太 

 

今年度２回目となる「あいさつ運動」が１月１２日（火）から始まり約３週間たちました。児童だけでなく教員も

当番に入り、児童の活動を支援しています。今回は５年生が東門と南門に分かれて、挨拶をしています。５年生だけ

でなく、登校してきた児童も段々と声が出てきて気持ちの良い挨拶ができるようになってきました。とても素晴らし

いことだと思います。あいさつ運動は２月５日（金）で終了しますが、これからも日々の生活の中で意識して取り組

めるよう指導してまいります。 

◆あいさつ運動パート２ ５年学年主任  瀧川 遼 

 
１月２８日(木)、体育館で車いすラグビー選手の官野 一彦先生によるオリ・パラ体験学習を行いました。 

１時間目には、“不便だけど不幸じゃない”という講演会テーマで「パラアスリートから競技を通じて得たこと」

「障害を通じて得た経験」などの講演をしていただきました。講演後、子供たちから「生活している中で一番大変だ

ったことは何ですか。」や「今までの試合で心に残っている試合はどんな試合でしたか。」といった質問が出ると、官

野先生は子供たちの質問に気さくに答えてくださいました。 

２・３時間目には、４年生、６年生、コスモス学級（4・6 年生）の子供たちが学年別に分かれ体験学習をしまし

た。競技用車いすに乗って基本操作をしたり、車いすリ 

レーをしたりしました。車いすラグビーの楽しさを実感 

できた貴重な体験となりました。 

また、今回の体験を通して､｢自分 

の夢に向かって、自分でできるこ 

とを努力していくこと」が、子供 

たちの心に残ったことと思います。 

◆パラリンピアンとのふれあい学習・4 年生 6 年生   ４年学年主任 福井恭子 


